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◆ガンダムに魅せられた青年との出会い
もう１０年ぐらい前のことです。
うつ病でクリニック通いをしているというその青年は

３２歳です。ときどきアルバイトをしているようですが
長続きせず、なかなか定職につけないようです。
長男の彼には、東京の杉並区に祖母が遺してくれた自

宅とアパートがあり、小さなアパートではありましたが、
毎月１８万円の賃料収入があり、独身の彼が生活するに
は十分でした。
２人の妹たちは、九州やアメリカに嫁いで行って、長

男の彼とはほとんど行き来が無い状態で、広い自宅に一
人で住み、気ままな生活をしていました。
周囲の人は、気ままな自由人としてうらやむ声もあっ

たが、定職に就けないでいた彼は家に引きこもり、話す
相手もないまま鬱状態になっていたようです。

話し相手もいない青年は、気晴らしにパソコンの向か
いガンダムと出会ってしまった。時々外出するときの行
き先は、お弁当を買うためのコンビニ、ガンダムを買う
ために近くの模型店に…。
やがて…毎日のように模型店の出入りするようになっ

た青年は、僅か３ヶ月の間に１００万円以上の買い物を
していました。模型店の店長も初めの内は上客の来店に
喜んでいましたが、尋常ではない買い方をする青年に声をかけ、
クリニック通いをしていることを知ったというのです。

青年の異常な買い物はその後も続き、余りにも生活が乱れて
いることが気になった模型店の店長からの紹介でその青年と会
うことになりました。

●資産があるからお金が借りられた
ガンダムに魅せられた青年は、顔は青白く、髪は手入れがで

きていなく女性のように長い。終始うつむき気味で、話してい
て私と目が合うとすぐ逸らせてしまう。肩からタスキ掛けして
いた大きな鞄の鞄の中は、ガンダム関係の雑誌とショップの地
図のようだった。
ガンダムに詳しい知人に来てもらい、たまたま居合わせてよ

うにしてしばらくガンダム談義にを続けてもらった。
本人も、自分では止められないガンダム買いも、これではい

けないと思っていたようでした。ダラダラと続いたガンダムの
会話が３時間ぐらい続き、ようやく本題の話に触れられるよう
になってきました。

どうしてそんなにも買い物が続けられるのか…、そのお金は
どうしているのか…、どうやって生活しているのか…、と買い
物依存症で苦しんでいる人の事例を話ながら少しずつ青年の実
情を引き出すことに成功しました。

「実は…、サラ金からお金を借りていて、祖母から相続した
アパートに抵当権が設定されているので、どうしたらいいのか
分かんなくなってしまって………」そう言ったまま、青年はし
ばらく沈黙がつづき、自分の胸に詰まっていた固まりがようや
く吐き出せたという安堵感なのか、私から訊かれる次の言葉を
待っているかのようにも思えました。

サラ金からの借り入れがどうなっているのか矢継ぎ早に訊き
たいところだが、じっと耐えて少しずつ話を進めていく。
「貴方の名義になっている不動産を持っていたから、サラ金

でお金を貸してくれたんだ…？。」…「サラ金から何か言って

きているの？」…その問いに対しての、鞄の中をゴソゴソ
何かの探し始めるという状況で反応してくれた。

Ｂ５サイズのスプリングノートにはサラ金からの借り入
れリストが整理されているらしく、私に見せようかどうし
ようかとためらう様子。
「整理できているの…？」と訊いてみたら、テーブルの

少し遠い位置にノートを広げてくれた。身を乗り出すよう
にしてのぞきこむと、５社ぐらいのサラ金の名前が並んで
いて、抵当権を設定しているという会社が８５０万円とダ
ントツの金額で、その他は５０万円、７０万円、４０万円、
と最近借りたらしい２０万円と…。

「自分ではどうしたいと思っているの…？」と、意識的
に小さな声で訊いてみました。
「何とか仕事を探して返済したいと思っているんですけ

ど、自分にあった仕事がなかなか見つからなくて…」と、
小声で返ってきました。
定職がないから返済のメドが立たない…、返済できない

から新たにサラ金から借りる…、何処にでもあるお定まり
の話ですが、そんなことを繰り返していたらしい。

ガンダム買いが始まった当時は、祖母が遺してくれた預
金があった。その取引銀行のお誘いで銀行系列の名前のつ
くクレジットカードを作ってもらい、口座からの引き落と

しで購入していた。
預金残高がある内はよかったのですが、１５００万ほどあっ

た預金も少なくなるとさすがに不安になり、サラ金との出会い
が始まったようです。

●止めてくれる人がいないから…それが言い訳？
後日、青年の自宅に訪問することになりました。青年が住む

築４０年以上の一戸建ての家は、玄関を入ると古新聞や雑誌、
通販のカタログなどが埃にまみれて積まれていて、足の踏み場
もない状態でした。
薄暗い台所のテーブルの上には、食べ終わったコンビニ弁当

や食べ残しのパン、流しには洗ってない鍋やフライパンが積み
上げられている。
２階にある青年の自室に案内してもらった。コタツの上には

パソコンとプリンタ、ガンダムの本、ミニスカートの女の子の
フィギア、隣の８畳間には…ガンダムのプラモデル。
「いつ頃からこういう状態になつたの…？」「もう、いい加

減にガンダムと縁を切ったら…」と、思わず言ってしまいまし
た。
「やめられない…止まらない…カ～ッパえびせん…！の世界

を通り越してるね…」
半分あきれはて…思わず青年に向かって言うと、「僕には…

止めてくれる人がいないから…」。
自宅とアパートという不動産があるから、厳密にはまだ債務

超過の状態ではないけど、このまま進んでいけば債務超過にな
ることは火を見るよりも明らかです。

リスク・カウンセラー
として、まさか…ガンダ
ムと戦うことになろうと
は想像もしていませんで
したが、その後…４年間、
青年と共にガンダムと戦
うこととなり、看護師と
なるため学校へ通うこと
になりました。つづく…
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●早期発見、早期対策では遅すぎる！
リスク・カウンセラーの仕事が、今のまま

でいいのだろうか…。いつも悩んでいます。
新聞やテレビで見る毎日の出来事をひとつ

ひとつ検証していくと、ほとんどの事件･事故
が起こるべくして起きていることに誰もが気
がつくことばかりです。

「因果関係」が誰にでも想像がつくことば
かりだと云うことです。この原因があるのな
らこういう結果になってしまうのは当然のこ
とと感じることばかり…。

「枝に蕾が萌えると…やがて花が咲く」と
いうことのように、トラブルの蕾を見つけて
からから慌てても事すでに遅し。それでも、
何もしないで放置しておくよりは、それなり
に対処しておくことが重要であるには間違い
ありませんが…。
「癌が見つかったけど、レベル1だから助かっ
た…＞早期発見でヨカッタ…」
「脳梗塞で倒れたけど、一命を取り留めてよ
かった…。速く対処出来てヨカッタ…」
そんな話をよく耳にしますが、早期発見、早
期対処は確かにヨカッタのでしょう…。でも
…「こうすると癌になりやすい…」と云われ
ている悪しき「生活習慣」になっていること
を癌になる「兆」しと捉えて悪しき生活習慣
を改善しようと毎日実践する人、「こうする
と脳梗塞になりやすいから気をつけて…」と
云われている生活習慣を正しい生活習慣に改
める人、そうした実践行動を踏み出すことこそ、リスク
回避の特効薬だと考えるべきなのではないでしょうか。

問題の「早期発見」と「早期対応」のプロセスでは、
リスクをどれだけ少ない状態で解決できるかと云うこと
にすぎなく、決して、リスクを回避するための手段には
ならないのです。

●一見して因果関係がない無いようでも…
トラブルを抱えて悩む多くのご相談者の嘆きの言葉に

も、トラブルが解決した最後になって…
「もっと早く先生に相談に来ればよかったんですよね…」
と、自分が決断した時期が遅かったことを、いつまでも
悔やんでおられます。

それでは、「もっと早く…」とは、どのぐらい早けれ
ばよかったということなのでしょう。

経営者の場合は、どのような段階で気づけばよかった
のでしょう。

身近なところでは、人生経験豊かな親の言葉や毎日の
言動を見ている家族からの言葉があるでしょう。また、
社内では、資金繰りに関わる｢Ｂ／Ｓ｣｢Ｐ／Ｌ｣の状態、
社員の言葉や身のこなし、取り扱い商品の品質状態や荷
動きの状態、書類の流れや整理整頓の状態、会社に出入
りする人々の様子など。また、社長や会社に関わる取引

先の人々の助言や顧客のクレームなどもリスク
の兆しを観るのに貴重な情報源だといえます。

【事例】
通路にゴミが落ちている。トイレのタオルが

いつも濡れている。枯れかかった植木が飾られ
ている。社員が指示された仕事しかしようとし
ない。

それから半年後…商品の品質不良が多発し、
それがリコール問題にまで発展して経営危機に
陥った。誰かがやるだろう…という社員の意識
の低下と、管理者の指示が十分に行き届いてい
なかったようです。

それでは、個人の場合にはどうでしょう。
自分と家族の健康問題や、不動産、預貯金、

投資、保険などの経済問題があり、親族間、近
隣、友人との人間関係、契約事項や権利関係を
未解決のまま問題を先送りしているものはない
か…などに起因するリスクが考えられます。

家族の健康管理は、家庭の中の最大のリスク
回避が必要だといえます。

夫が死ぬ、妻が死ぬ、夫が倒れる、妻が倒れ
る…となると、家族の形が一変してしまいます。

いや、家族の一人がちょっと怪我をしただけ
でも生活のリズムが変わってしまいます。

【事例】妻が頻繁に怪我をする…。妻が最近胃
の痛みを訴えている。妻が頻繁に外出するよう
になった…。その妻は、サラ金と信販カードの

支払いに追われ、月末近くになると借りては返しの繰り
返しをしていた…。カードローンやサラ金返済のことを
考えながら家事をしていて、家にいても虚ろな状態だっ
たようです。

●兆しを見つけても、実践しなければ意味がない…
何だかおかしい。今までと何かが違う。何かが観える。

空気というか風の流れというか…水の流れか…声の響き
か…。たとえば家族に小さな変化を見つけたら、声をか
けて確かめ合うことで危機を回避できるのです。

至るを知りてこれに至る。ともに機すべきなり。

と云う言葉が易教の中にあります。
自分の目の前に起きていることを、何も意識せずに…

ただ漫然と見ているだけではいけないのです。
人が見逃してしまうようなことでも「機＝兆し」を観

る（見るではない）ことができる洞察力が磨かれると、
多くのことが予知することが出来るようになるようです。

経営者が気づかず、他の役員や顧問税理士などがその
兆しを見つけたのであれば、すぐさま社長にその事実を
伝えるのです。それを受けた社長は、早々にしかるべき
手を打つことによってトラブルの発生を回避することが
出来るわけです。これぞ「リスク回避」なのですね。
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（英：Ｈｏｌｏｎｉｃ）全体（ホロス）と個（オン）の合成語。
すなわち組織と個人が有機的に結びつき全体も個人も生かすような形態を言う。

生物は個々の組織が自主的に活動すると同時に独自の機能を発揮する一方でそう
した個が調和して全体を構成する （小学館「カタカナ語の事典」より）
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年齢 1994 2002 2006
～25 10.6 4.2 3.6
25～34 31.6 28.4 22.7
35～44 30.9 28.4 28.6
45～54 17.3 24.9 22.4
55～ 9.6 14 22.7
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今までに、多くの不動産に関係す
るご相談を受けてきましたが「財産
を前にすると人は何でこんなに変わっ
てしまうものか…」と、考えさせら
れる場面に遭遇し、その都度、計り
知れないむなしさを感じ、自分自身
の中に住むもう一人の自分に対し
「お前だったらどうする…？」と、
しばしば問いかけていました。

不動産を（財産を）持っていると
その手からこぼれることを懼れるあ
まり心が穏やかでなくなり、ややも
すると誰かに取られるのではないか
と人を疑り深くなる。そのようにい
つも心が不穏な状況が続くとストレ
スが溜まり、やがてうつ状態になる
人さえもいるといいます。

「不動産（財産）を持っていなけ
れば失うリスクを心配することはな
い」と教えられました。

確かに、不動産を所有する人は資
産価値の減少、隣地との境界問題、
所有権・賃借権などの権利問題、売

買・賃貸における契約上の問題、不
動産の投機・投資による資産リスク、
相続人が争う相続トラブル、など、
不動産の所有者であるが故に心配な
問題点はまだまだあります。

この数年間のミニバブルにより、
ふたたび不動産に関わる債務超過者
が発生した実態を見ると、不動産の
プロだけでなく、全くの素人までも
が乱高下する不動産価格に一喜一憂
していることなどは、果たして正し
い姿と捉えて良いのでしょうか。

他人より１円でも高く売り、１円
でも安く買いたいと競う。隣地との
境界石が１ミリでも多くなるように
主張を押し通し、それが争いとなっ
てしまうと引くに引けない意地の張
り合い。

税理士に相談して１円でも多く相
続財産を貰いたいと強引な手法で画
策する人。隣地境界線の位置を、少
しでも多く確保したいと弁護士を前
に立てて決着を図ろうとする人。

初めは些細な欲の皮の突っ張り合
いだったものが、やがては、引きど
ころが見つからない感情の突っ張り
合いになってしまい、法廷問題にま
でなった話を目の当たりにします。

僅かな欲がその人の生涯の宿敵を
生み出してしまったり、果ては、子
や孫の代にまで引きずってしまうこ
とさえあります。

話し合うことから逃げないで、譲
り合うことを心で、言葉に耳を傾け
相手を理解することこそ、小さな問
題点をトラブルに発展させないため
の秘訣だと理解しています。

カウンセラー技術を学び、不動産
に関わるコーディネータとして業務
に携わることで、太陽のように暖か
く穏やかな人と出会うこともできま
した。「ありがとう」の感謝の言葉
を大切にしている人たちにトラブル
の解決法を伺うと、トラブルは起こ
さないように心がけることだという
結論でした。それには、穏やかに相
手の気持ちにたって話し合ってさえ
いれば、どうやらほとんどの問題が
解決できるようです。

＝株式会社ありがとう･不動産＝
ﾁｰﾌ･ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ 豊田泰幸

不動産のトラブルには話し合えば解決できる問題が多い

アメリカ合衆国裁判所の管理事務所から発行されている月
刊誌は、Webサイトからでも閲覧できます。2007年の5月発行
分に意外な記事を見つけましたので、ご紹介したいと思いま
す。年配者の破産申請が増加傾向にあるというものです。
http://www.uscourts.gov/ttb/2007-05/aging/index.html

年齢と破産申請に関係はあるのでしょうか？最近の調査で、
中高年による破産申請が多いことがわかりました。
管理事務所の統計課に所属する統計学者ジョン・ガルマン

とトム・ウーリッヒは、1300万件を越える破産申請データの
中から、第7章および第13章(補足1)にもとづく個人破産に関
するデータを集めました。無作為に抽出された2800件のデー
タは、1993年から2002年にわたり、94ある地域のうち88地域
が含まれていました。
調査結果は、第15回連邦予測会議(Federal Forecasters C

onference)で発表され、アメリカ合衆国破産学会誌(America
n Bankruptcy Institute Journal)の5月号に紹介されていま
す。
この調査でわかるのは、標準的な破産申請数は段階的に高

齢化が進んでいることです。年齢の中央値は2002年は37.7歳
→41.4歳まで上がりました。1994年から2002年の間に年配の
申請者が全体に占める割合が大きくなりました。45歳超の申
請者の割合は、2002年には39%になっています。一方、1994
年の申請者全体に対する25歳未満の割合は2002年には4%に減
少しています。（一部要約）

全人口においても、破産申請者においても、平均年齢は高
くなりましたが、両者の高齢化率には差があります。調査に
よると、破産申請者の年齢別割合における増減のほうが顕著
になっています。出典：財務能力研究学会 (Institute for
Financial Literacy)

年齢と破産申請の種類に相関関係はあるのでしょうか。調
査によると、中高年債務者の場合、第7章による申し立てが

多くなっています。第7章による申請がもっとも急速に増え
ている年齢層は55歳以上です。
第13章による申し立てがもっとも急速に増えているのも、

同じく55歳以上の年齢層です。また、第13章の場合は、45歳
～54歳も同様に顕著な増加傾向にあります。
ベビーブーマー世代の破産申請が他世代とは比べものにな

らないくらい増えている理由はなんでしょうか。調査では、
考えられる原因をいくつか挙げています。1980年代から1990
年代初めにおける"激動"経済において、ベビーブーマー世代
の収入が絶頂期を迎えたという報告があります。また、ほか
の調査においては、第7章の申し立てにおけるクレジットカー
ド債務額に注目しています。もっとも少ないのは25歳未満の
年代で、50歳代のクレジットカード債務額は、その3倍にも
なり、60歳代以上にいたっては、5倍にもなるという結果が
でています。年配の住宅所有者の場合、住宅ローン額も増加
傾向にあります。高齢者の場合、医療費が負債のおもな原因
になっているようにも見受けられます。最近の数字によると、
64歳のケースだと、14%の人々が、貯蓄もなく負債を背負っ
た状態で現役を退かなければならない状況にあります。
「もちろん、このような潜在的債務超過状態が連邦裁判所で
取り扱われる破産に直結しているのか、債務超過状態に陥っ
た場合に債務者が取りがちな対処が第7章による破産であり
続けるかは、不明です」年齢と破産申請関係の調査結果は、
そう締めくくられています。
「BAPCPA [the Bankruptcy Abuse Prevention and Consumer
Protection Act of 2005：2005年度不正破産防止および消

費者保護活動] の債務超過状態に関する文言は、大幅に変更
された可能性もあったわけです」補足1：連邦倒産法にある
第7章と第13章のおもな違いは、第7章が清算(日本語で一般
的に解釈される破産)を意味している一方、第13章が裁判所
が認めた計画にもとづく再建を意味している点です。

アメリカと日本がまったく同じ状況になるとは思いません
が、参考になる点がいくつか考えられます。①収入の減少と
クレジットカードの与信です。年配になり、以前より収入が
減少したにも関わらず、支出を見直すことなく、クレジット
カードなどの債務を当てにするケースは十分考えられます。
また、既存のクレジットカードの与信が変更されることもな
く、破産に追い込まれるほどの債務を負う可能性があります。
②住宅ローンです。収入が見込めなくなる年齢以降も支払い
計画のあるローンを組んでいることも少なくありません。

中高年になると、気軽にまわりに相談しづらくなることで
はないかと思います。問題解決の先送りはさらに危険です。
そのときは、専門家である「リスク・カウンセラー」にぜ

ひご相談ください。 （t-hosono@holonics.gr.jp）

World Now ＝年配者の破産申請者が急増＝

●いい会社には"批判精神"、
よくない会社には"非難根性"あり

[批判]と[非難]は、発音はそっくりですが、深意はま
るで違います。

さて有能な管理者(人材)とは、健全な[批判
精神]の旺盛な人間のことです。

批判精神とは、〈物事に直面するや批評を加
え、その正否、正邪、善悪、是非を判断する精
神(能力)のこと〉であります。

その点[非難根性]は、物事の欠点や問題点だ
けをあげつらい、そのくせ代案は何もないとい
う陳腐な精神、ということになります。

ある会社の社長からじかに、「著書を送って
欲しい」と依頼を受けました。ありがたいこと
です。本で儲ける必要はない。仕入原価と送料
だけを請求いたしました。

ところが代金は、翌々月の晦日に、銀行振込
み そ か

み手数料を差し引いて振り込まれました。
私のほうは赤字です。やがて相手会社の、経

理課長の処理と知りましたが、こんな発想をす
る人間は、経理課長と言わず、金庫番といいま
す。

批判能力はゼロ以下です。
いつもルーチン(型にはまったような仕事)を

やっていると、脳も鋳型にはめ込まれたように
定型発想しかできなくなるのでしょう。

こういう、ダメ管理者に共通する日常の仕事ぶりは、
何か問題に直面するたびに、「社長、これはどう処理し
ましょうか？」と、お伺いを立てることです。

「社長、この問題ですが、このように処理したいと思
いますが…」

問題によっては、このように提案型決裁を求めてこそ
有能幹部なのに、ダメ幹部はお伺いに終始するのが習慣
になっているものです。

ところで御社には、いま紹介したような、有能な「批
判型管理者」は育っていますか。

●的確な社長質問が、健全な批判精神を育てる
有能で批判精神の旺盛な管理者は、もちろん一朝一夕

では育ちません。
そこで実際に、批判精神の旺盛な管理者のいる会社を

見てみると、社長の管理者への接し方に、そんな管理者
のいない会社の社長と比べ、雲泥の開きがあることに気
づきます。

その違いは、名実ともに実力社長と言われた、旭化成
の宮崎輝社長(故人)の接し方で的確な説明がつくようで
す。

では、その接し方を紹介しましょう。
宮崎社長は、管理者たちが決裁を受けに社長室を訪れ

ると、必ず質問をしました。
「この３番目の案件だが、もしきみが担当する

としたら、どう処理するかね…？」
管理者自身に考えさせる。質問されても、「き

みならどうする？」と逆質問したのです。
その結果“宮崎輝"さんは、一体どんな評価を一

身に受けたのでしょうか。
「かつてのベンベルグ専門の会社を、ケミカル

企業のコングロマリット(複合企業〉にまで成長さ
せた経営者。財界からも一切の批判を受けなかっ
た希有な経営者…」これが、当時の経済誌が書い
た、宮崎輝評だったのです。

バブルの絶頂期に、ウハウハと急拡大(成長にあ
らず)した住宅会社が、北九州にありました。管理
者から何か質問されると、一級建築士の社長は、
必ずこう言ったものです。

「なんだ、この程度のこともわからんのか…」
これでは、健全な批判精神が、管理者の身につく
はずがありません。

もちろん、この会社は消滅しました。消えて当
然でしょう。

賢い経営者は、ぼくたちのような者相手でも、
よく質問します。私の能力を試すためのようです。

結構なことと思います。相手の能力は、返事次第でほ
ぼ推察できるからです。

健全な批判精神を、管理者に注入できない社長は、指
示のし過ぎや、指示を仰ぐ管理者を、「何でもわしの意
見を訊きにやってくる。可愛い奴じゃ…」と、大いなる
錯覚をしている人が多いようです。これでは健全な批判
能力どころか、イエスマンしか育ちません。

何でも尋きにくる可愛い管理者は、経営環境に追い風
が吹いているときは、弱点も好況に隠されて露呈しませ
ん。しかし一旦不況に直面すると、「こんなバカだった
のか」と思いたくなるほどの“塵材“(人材にあらず)ぶ
りを露呈するものです。

強い会社、ぐんぐん成長す
る会社には必ず、“健全な批
判精神の旺盛な管理者“が育っ
ているものです。その点、従
順で下僕のような管理者は、
決まって非成長会社や停滞会
社に多いものです。
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（
ち
み
も
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ょ
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）
と
の
絶
縁
の
決
断
を

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
業
が
少
し
軌
道
に
乗
り
始
め
た
こ
ろ
、
友
人
か
ら
の

持
ち
か
け
話
か
ら
共
同
で
事
業
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
友
人
の
人
脈
は
、
自
分
が
今
ま
で
に
関
わ
っ
た

こ
と
の
な
い
特
異
な
分
野
の
人
た
ち
で
、
彼
ら
の
奇
想
天

外
な
発
想
か
ら
生
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、
自
分
に

と
っ
て
は
、
未
知
と
の
遭
遇
と
で
も
云
う
出
来
事
ば
か
り

で
し
た
。

自
分
が
こ
れ
ま
で
に
続
け
て
き
た
本
来
の
事
業
の
傍
ら
、

彼
ら
の
発
想
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
手
伝
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
も
と
よ
り
彼
ら
に
は
此
所
と
い
っ
た

拠
点
と
な
る
事
務
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
所
が
中
央
区

の
真
ん
中
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
交
通
の
至
便
性
や
所
在

地
の
知
名
度
は
こ
の
上
な
い
好
条
件
と
な
っ
た
た
め
、
同

じ
事
務
所
内
に
新
会
社
の
本
店
所
在
地
を
置
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

い
ち
い
ち
出
か
け
な
く
て
も
い
い
し
、
彼
ら

の
動
き
が
い
つ
で
も
目
に
見
え
る
し
…
と
、
そ

の
程
度
の
考
え
で
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
し
た
。

新
事
業
を
前
に
進
め
る
た
め
に
は
彼
ら
の
関

係
者
が
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
当
然
と

承
知
し
て
い
ま
し
た
が
、
毎
日
の
よ
う
に
新
し

い
人
が
会
社
に
出
入
り
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、

次
々
と
や
っ
て
く
る
怪
し
き
人
脈
？
の
来
訪
者

の
中
か
ら
数
人
が
、
何
と
な
く
常
駐
す
る
よ
う

に
な
り
、
政
治
家
絡
み
の
人
、
大
手
広
告
代
理

店
絡
み
の
人
、
偽
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
取
り
扱
う

韓
国
人
、
不
動
産
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
な
ど
、
友
人

か
ら
聞
い
て
い
た
話
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
方
向

に
進
ん
で
い
る
よ
う
な
異
様
な
空
気
が
事
務
所

内
に
漂
い
始
め
て
い
ま
し
た
。

実
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
友
人
か
ら
の
共
同
事

業
の
話
に
耳
を
貸
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
彼
に

貸
し
て
い
た
金
銭
が
な
か
な
か
返
し
て
も
ら
え

ず
に
い
た
た
め
、
彼
の
「
新
し
い
事
業
を
通
し
て
返
済
で

き
る
」
と
い
う
言
葉
に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が

始
ま
り
で
し
た
。

本
来
の
事
業
も
疎
か
に
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
資
金
も

底
を
つ
い
て
く
る
。
【
魑
魅
魍
魎
】
に
よ
っ
て
食
い
つ
ぶ

さ
れ
る
…
」
と
喘
い
で
い
た
と
き
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
っ

た
方
が
い
ま
し
た
。
「
あ
の
人
た
ち
は
人
種
が
違
う
の
だ

か
ら
、
い
つ
ま
で
も
関
わ
っ
て
は
駄
目
！
」
と
云
わ
れ
る
。

「
で
も
、
貸
し
た
お
金
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
…
悔
し
い
！
」

と
つ
べ
こ
べ
言
う
自
分
に
一
刀
両
断
の
言
葉
が
飛
ん
で
き

た

。

「
見
切
り
千
両
！
捨
て
れ
ば
新
し
い
世
界
が
拓
け
る
…
」

と
一
喝
。
彼
ら
を
そ
の
事
務
所
に
残
し
た
ま
ま
行
き
先
を

一
切
明
か
さ
ず
、
荷
物
は
大
型
コ
ン
テ
ナ
に
預
け
た
ま
ま

二
ヶ
月
間
か
け
て
今
の
事
務
所
を
見
つ
け
、
よ
う
や
く
落

ち
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
簡
潔
で
力
強
い
言
葉
に
救

わ
れ
ま
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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御
社
に
批
判
精
神
旺
盛
な
幹
部
は
何
人
？

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

二
見
道
夫

年代別･破産者の推移(%)


